
                                    
２０１１年６月 浜松聖書集会のご案内    （時間:午前１０時～正午） 

 
◆６月５日（日）： 集会    （アクト研修交流センター  ４０３会議室） 
司会： 岡村 順     感話  生江 扶左子  
聖書講話 ： ルカによる福音書 １３章１～９節 

「悔い改めの呼びかけ－天罰思想とイエスの思想－」  水戸 潔 
 

 ◆６月１２（日）： 集会     （アクト研修交流センター  ４０３会議室 ）   
司会：小池 タツエ      感話： 広村 美枝子                
聖書講話 ：            

    「  」                       永井 徹   
  
◆６月２６日（日）：集会   （アクト研修交流センター  ４０３会議室） 
司会： 武井 めぐみ     感話 永井 徹             
聖書講話 ： 使徒言行録 ２５章  
「パウロ、皇帝に上訴する」                 武井 陽一 

 
・・・・・・・・      通    信     ・・・・・・・・・・・・ 
 

 
○「みぎわ５１号」 原稿募集の案内  
 原稿字数 ４００字詰め原稿用紙 ６枚程度まで。縦書きでお願いします。 

それ以上に記したいと思う方は前もってご連絡下さい。 
（聖書引用の場合、生は漢数字、節は算用数字、年月日は漢数字でお願いいたします。） 

 内容   イエス･キリストを信じる心、信仰を求める心から書かれたものなら内容は自由です。 

 締め切り ２０１１年７月３１日 

 

 

○第２１回 夏期浜松聖書講習会 ７月２３日（土）午後～２４日(日)１５時半 場所：デンマーク牧場「こひつじ診療所」

の案内をすでにさせていただきました。 参加申込者は、５月３１日までに、武井までお知らせ下さい。 

     

報告者、司会者、その他係りの分担を、６月１２日以降に連絡します。 

参加されない方も、どうぞお祈りをお願いいたします。 

 

○「６．１８浜松大空襲と平和憲法を心に刻む集会」 
 日時：６月１７（金）午後６時半～８時半（教会の都合で１日早い開催となります） 
 場所：遠州教会 
 内容：「浜松大空襲前史－浜松の陸軍爆撃隊は、アジアで何をしたか」 
 講師：竹内康人氏（「浜松の戦争史跡」の著者） 
   
○ 良書紹介：岩波「世界」１月号 特集「原子力復興という危険な夢」 
 現在の原発事故の３ヶ月前、この事態を預言したような特集記事で日本の良識を代表する内容と言える。 
 この本は現在入手困難で図書館で見ることが出来る。古本市場では約１万円の値がついている。 
 ５月号「生きよう！」、６月号「原子力からの脱出」という特集も良い内容です。    

 

 


